
第 3号様式の 2(第 9条の 3)       (表 )

景 観 配 慮 協 議 申 出 書
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(宛先)鎌  倉 市 長

住 所 東京都港区海岸 1-9-18国 際浜松町ビル 8F

届出者 氏 名 株式会社ラ・アトレ 代表取締役 脇 l」 栄一

「邑  言舌  03 (5405)7301

/■‐ __3:し1躍 8 住 所

代理人 氏 名

電 話

東京都渋谷区恵比寿南 1-14-1-402

有限会社ケミカルデザイン ^級建築士事務所 奥村 俊慈

03 (6412)8931

「 法人その他の団体にあっては、その主たる事務所の

ヒ所在地、名称及び代表者氏名を記入してください。

ヽ

」
次のとおり申し出ます。

土 地 利 用 類 型

の  名  称 (1)旧市街地の旧宅地

景 観 地 区 図 内 ( 鎌倉景観地区 )□ 外

設

言|^
」′
日

住    所 東京都渋谷区恵比寿南1-14-1-402

氏
ズ″
イコ
有限会社ケミカルデザイン ^級建築士事務所

奥村 俊慈
電話 0 3 (5405) 73 0 1

行

為

の

場

所

地 名 地 番 鎌倉市 小町二丁目386-1の 一部  外 1筆

用 途 地 域 第 1種中高層住居専用地域
防火

地域

□ 防火 Z準 防火
□ 指定なし

そ  の  他 □ 風致地区 □ 歴史的風土保存区域 □ その他 ( )

行

為

の

種

類

建  築  物 図 新築  □ 増築  □ 改築  □ 移転

開 発 Z土 地の区画の変更  □ 土地の形質の変更

特 定 地 区 □ 内 (□ 由比ガ浜 □ 由比ガ浜中央 □ 鎌倉芸術館周辺地区 )図 外

行 為 の 期 間 着手予定  令和9年  1月  25日 完了予定  令和 11年  2月  28日
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（裏） 

 
 

建

築

物

の

概

要

 
 
 

用 途 本体：共同住宅（10戸） 

最 高 の 高 さ 8.200ｍ 階数 地上 2階  地下  1階 

構 造 鉄筋コンクリート造 

敷 地 面 積    2014.40 ㎡ 

建 築 面 積 1199.00 ㎡  
届出以外 

の部分 
9.50㎡  合計 1208.50㎡ 

延 べ 面 積 3399.00 ㎡  
届出以外 

の部分 
9.50㎡  合計 3408.50㎡ 

屋上に設置する建築 

設備の種類及び高さ 
□ 高架水槽     ｍ    □ その他     ｍ 

色 彩 の 変 更 部 分 

と そ の 面 積 
面積      ㎡  

仕 上 材 

屋 根 ｱｽﾌｧﾙﾄｼﾝｸﾞﾙ葺き 

色 彩 

屋 根 N2.5(ﾌﾞﾗｯｸ)、N6.0(ｸﾞﾚｰ) 

外 壁 

磁器質ﾀｲﾙ貼 

 

 

特殊左官塗装 

外 壁 

N3.0（ﾀﾞｰｸｸﾞﾚｰ）、 

2.5Y5/2（ﾌﾞﾗｳﾝ） 

 

N2.0（ﾌﾞﾗｯｸ） 

N4.0（ﾀﾞｰｸｸﾞﾚｰ） 

N9.0（ﾎﾜｲﾄ）、 

2.5Y7/2（ﾍﾞｰｼﾞｭ）、 

2.5Y4/1（ﾍﾞｰｼﾞｭ）、 

5Y7/2（ﾍﾞｰｼﾞｭ）、 

7.5YR4/2（ﾌﾞﾗｳﾝ）、 

7.5YR5/2（ﾌﾞﾗｳﾝ） 

開
発
行
為
の
概
要 

開 発 区 域 の 面 積           2050.45 ㎡ 

行 為 の 目 的 
分割 （     区画） （最小区画面積      ㎡） 

その他（                       ） 

行 為 の 内 容 
切土 （  33.80 ㎥） 盛土 （  0 ㎥） 

その他（                    ） 

（注）１ 仕上材欄には、表面仕上の材料をできるだけ詳しく記入してください。 

    （ 例：日本瓦、波型スレート、小口タイル等） 

   ２ 色彩欄には、マンセル表色系を記入してください。 

   ３ この届出書には、景観配慮に関する見解書及び鎌倉市都市景観条例施行規則別表第１に掲

げる図書を添付してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（裏） 

 
 

建

築

物

の

概

要

 
 

用 途 付属棟：ゴミ置場+変圧器置場 

最 高 の 高 さ 3.000ｍ 階数 地上 1階  地下  0階 

構 造 鉄筋コンクリート造 

敷 地 面 積    2014.40 ㎡ 

建 築 面 積 9.50 ㎡  
届出以外 

の部分 
1199.00㎡  合計 1208.50㎡ 

延 べ 面 積 9.50 ㎡  
届出以外 

の部分 
3399.00㎡  合計 3408.50㎡ 

屋上に設置する建築 

設備の種類及び高さ 
□ 高架水槽     ｍ    □ その他     ｍ 

色 彩 の 変 更 部 分 

と そ の 面 積 
面積      ㎡  

仕 上 材 

屋 根 塗膜防水 

色 彩 

屋 根 N5.0(ｸﾞﾚｰ) 

外 壁 

施釉ﾀｲﾙ 

 

 

ﾌｯ素樹脂塗装 

特殊左官塗装 

 

外 壁 

N5.0(ｸﾞﾚｰ) 

N8.0(ﾎﾜｲﾄ)、 

10YR8/2(ﾍﾞｰｼﾞｭ) 

 

N4.0(ｸﾞﾚｰ) 

2.5Y7/2(ﾍﾞｰｼﾞｭ) 

 

開
発
行
為
の
概
要 

開 発 区 域 の 面 積           2050.45 ㎡ 

行 為 の 目 的 
分割 （     区画） （最小区画面積      ㎡） 

その他（                       ） 

行 為 の 内 容 
切土 （  33.80 ㎥） 盛土 （  0 ㎥） 

その他（                    ） 

（注）１ 仕上材欄には、表面仕上の材料をできるだけ詳しく記入してください。 

    （ 例：日本瓦、波型スレート、小口タイル等） 

   ２ 色彩欄には、マンセル表色系を記入してください。 

   ３ この届出書には、景観配慮に関する見解書及び鎌倉市都市景観条例施行規則別表第１に掲

げる図書を添付してください。 

 



第３号様式の３（第９条の３）            

景 観 配 慮 に 関 す る 見 解 書 
 

 

１．共通事項 
行為計画地周辺の景観の特徴（景観的特性、景観資源等）をつかみ、記入する。 

 

着 眼 点 計 画 地 周 辺 の 現 況 等 記 入 欄  

地 域 的 特 徴 
計画地は小町大路（辻説法通り）沿いに位置し、鎌倉駅からほど近い市街地でありな

がら、周辺は低層低密の住宅地が形成され、落ち着きのある住環境・歴史性を感じさ

せる街並みが形成されている。 
 

まち並みの連続性 
周辺の建物は2階建てを中心とした低層住宅が低層のスカイラインを構成している。さら

に、周辺の敷き際には、豊かな緑や趣のある門、塀が配置され、それらが連なること

で、昔ながらの佇まいと調和し、落ち着きのある風情を漂わせている。 
 

周辺建物のデザイン 
外壁の色は、ベージュ系、茶系などが多く、落ち着いたデザインの建物が多い。さらに

、それら住宅の敷地は、緑豊かな外構が設えられており、木質系、左官系、タイル貼、

自然石など、様々な素材の塀などと調和し、趣のある路地空間を創出している。 
 

眺 望 景 観 祇園山の谷戸を伴う特徴的な稜線への眺望。鶴岡八幡宮からの眺望。  

景 観 資 源 鎌倉らしい趣のある路地空間。  

 

２．建築物の建築 

１で整理した内容、土地利用類型別の方針及び基準を踏まえ計画し、各項目の自己評価を

行い、配慮した事項を記入する。 

 

項 目 
自 己 
 

評 価 

 

配 慮 事 項 記 入 欄 
 

配 置 ◎ 

東側の小町大路側の接道部は、まちづくり空地によるセットバックでゆとりある敷

き際とし、さらに周辺敷地と呼応・連携する緑化を組み合わせた塀と、石調の落ち

着いたタイル貼の外構門屋により敷際の構えを形成した。人工的な印象を与える駐

車場入口を、道路から見えにくい設えとすると共に、地下に設置する配慮を行っ

た。 

また、西側の２項道路側の接道部は、敷き際をセットバックし、豊かな植栽を設け

ることで、趣のある路地空間に対して、圧迫感の軽減と、緑による潤いと周辺への

連携を与えるよう配慮した。 

 

形 態 意 匠 ◎ 
建築物高さを平均GL+8.2Ｍ以下に抑え、屋根は勾配屋根とし、周辺の低いスカイラ

インと調和させた。また、全体の建物を周辺の戸建て住宅のスケールに分割・分節

するよう配慮した。 
 

色 彩 ◎ 
マンセル値は、Ｙ系、ＹＲ系のアースカラー系を基本色とし、左官系の素材にて周

辺の緑化と調和させ、落ち着きのある外観色彩計画とした。 
 

建 築 設 備 ◎ 
室外機や給湯器などの建築設備は、屋上やバルコニー、ドライエリアなどに配置

し、目隠し壁や目隠しルーバーなどを設け、さらにゴミ置場や変圧器も、外構ゲー

トと一体のデザインとすることで、道路から極力見えないように配慮した。 
 

外 構 緑 化 ◎ 
緑豊かな周囲の景観に溶け込み、地域へ潤いを与えつつ、お互いのプライバシーの

配慮のため、建築物周囲にバランスよく中・高木を配置した。 
 

 

３．開発行為 

１で整理した内容、土地利用類型別の方針及び基準を踏まえ計画し、各項目の自己評価を行い、配慮した

事項を記入する。 

 

項 目 
自 己 
 

評 価 
配 慮 事 項 記 入 欄  

造 成 ◎ 
造成は、盛土は行わず、通路レベルの擦付け程度の切土のみとし、必要最小限な造

成計画となるよう配慮した。 
 

擁 壁 ◎ 塀などの仕上げは化粧を施し、街並みとの調和に配慮した。  

敷き際・緑化 ◎ 緑化率20％以上、接道緑化60％以上、高木、中木、低木をバランスよく配置した。  

 

自己評価  ◎ ：十分配慮した 〇 ：配慮した △ ：部分的に配慮した × ：配慮できなかった 


















